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平成 23 年 3 月期 財務諸表の概況 

平成23年5月13日 

会 社 名 株式会社ＳＢＪ銀行                   ＵＲＬ http://www.sbjbank.co.jp/ 

代 表 者 代表取締役社長     宮村 智          ＴＥＬ 03-6403-0505 

問合せ先責任者 企  画  部  長 田  弼煥  特定取引勘定設置の有無 無 

（注）百万円未満切捨て 

１．平成 23年 3月期の業績(平成 22年 4月 1日～平成 23年 3月 31日) 

（1）経営成績                                                                      （％表示は対前期増減率） 

 経常収益 経常利益 当期純利益 

 

23年 3月期 

22年 3月期 

百万円 

9,912 

4,669 

％ 

112.2 

- 

百万円 

900 

△193 

％ 

- 

- 

百万円 

324 

△1,213 

％ 

- 

- 

 

 1株当たり 

当期純利益 
業務粗利益 業務純利益 

自己資本 

当期純利益率 
経常収支率 

 

23年 3月期 

22年 3月期 

円  銭 

0 01 

△0 06 

百万円 

5,012 

2,186 

百万円 

1,083 

△45 

％ 

1.35 

- 

％ 

90.91 

104.14 

 

（2）財政状態 

 
総資産 純資産 自己資本比率 

1株当たり 

純資産 

単体自己資本比率 

（国内基準） 

 

23年 3月期 

22年 3月期 

百万円 

400,037 

369,182 

百万円 

29,122 

18,733 

％ 

7.28 

5.07 

円  銭 

0 97 

0 93 

％ 

16.29 

12.19 

(注)1.「自己資本比率」は、期末純資産の部合計を期末資産の部合計で除して算出しております。 

2.「単体自己資本比率（国内基準）」は、「銀行法第 14 条の 2 の規定に基づき、銀行がその保有する資産等に照らし自己資

本の充実の状況が適当であるかどうかを判断するための基準（平成 18年金融庁告示第 19号）」に基づき算出した速報値

であります。 

 

（3）キャッシュ･フローの状況 

 営 業 活 動 に よ る 

キャッシュ・フロー 

投 資 活 動 に よ る 

キャッシュ・フロー 

財 務 活 動 に よ る 

キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物 

期 末 残 高 

 

23年 3月期 

22年 3月期 

百万円 

△11,020 

△454 

百万円 

△7,031 

△9,777 

百万円 

10,000 

19,999 

百万円 

1,715 

9,767 

 

２．その他 

（1）重要な会計方針の変更 

① 会計基準等の改正に伴う変更   有 

② ①以外の変更          無 

 

（2）発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数 23年 3月期 30,000,000,000株 22年 3月期 20,000,000,000株 

② 期末自己株式数 23年 3月期 - 株 22年 3月期 - 株 

③ 期中平均株式数 23年 3月期 24,219,178,082株 22年 3月期 20,000,000,000株 

http://www.sbjbank.co.jp/
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【定性的情報・財務諸表等】 

１．当行の現況に関する事項 

事業の経過及び成果等 

 

[主要な事業内容] 

    当行は韓国新韓銀行の 100％子会社であり、平成 21年 9月 14日に日本の現地法人として開業し、日本において預金業

務、貸出業務、有価証券投資業務、外国為替業務等の金融サービスに係る業務を行っております。 

[金融経済環境] 

    当期における国内経済は、世界的な金融危機の影響で、GDP が平成 21 年までマイナスで推移しておりましたが、平成

22 年にはプラスに転じ、景気回復基調が続いております。特に国内輸出産業を中心に業績の伸びが顕著となっており、

景気回復を鮮明化させております。しかし、今年 3月に発生した東日本大震災や福島第一原発事故の影響が、今後どのよ

うに経済に波及してくるか、また金融機関にとっても与信費用の上昇等が考えられ、先行の不透明感は強まっております。 

   銀行業界の動向につきましては、メガバンクはアジアへの海外進出や証券業務への参入といった事業展開により、新た

な収益源を模索する一方、地銀等の地域金融機関は、生き残りをかけた再編が相次いでおり、金融業界を取り巻く環境は

一層厳しくなる見込みです。 

[事業の経過及び成果] 

    貸出は前年度実績比 30％増加し、預金と貸出のバランスのとれた成長が見込める状況となりました。また、損益につ

きましては、単年度での黒字を達成いたしました。内部管理態勢については、コンプライアンスプログラムの推進、研修、

人員の強化、新勘定系システムの導入など、着実に強化してまいりました。 

（主要勘定の動き） 

   ・預金 

        当年度の預金残高は、個人のお客様を中心に、前年度末に比べ 142億円増加し、3,340億円となりました。 

 ・貸出金 

貸出金につきましては、経営の重要課題のひとつと位置づけ、営業を強化してまいりました。その結果、前年度末に

比べ 302億円増加し、1,233億円となりました。 

    ・外国為替 

外国為替につきましては、前年度末に比べ 4億円減の 212億円と、微減となりました。 

    ・資本金、資本準備金 

資本金、資本準備金につきましては、期中に 100億円の増資を行ったことにより、300億円となりました。 

（損益の状況） 

経常収益は前年度末に比べ 52億 42百万円増加し、99億 12百万円となり、うち資金運用収益は 52億 97百万円増加

し 92億 21百万円となりました。一方、経常費用は前年度末比 41億 48百万円増加し 90億 11百万円となり、資金調達

費用は 27億 66百万円増加し、47億 89百万円となりました。そして当年度の経常利益は 9億円、当期純利益は 3億 24

百万円となりました。なお、比較の対象となっている前年度の損益につきましては、営業開始日が平成 21年 9月 14日

であったため、199日分となっております。 

[当行が対処すべき課題] 

     当行は長期的成長のためのビジネスモデルの確立のため、次の課題に取り組んでまいります。 

     ・新たな収益源やビジネスコンテンツの獲得 

     ・経営管理、内部管理態勢の一層の強化 

      ・営業チャネルの充実 

      ・資金調達コストの削減 

      ・決済性インフラの充実 

      ・ブランド力の強化 

      引き続き、お客様からも、社会からも、社員からも、株主からも愛される銀行を目指して、日本市場をベースに韓国系

金融機関としての強みを活かしたビジネスを展開し、成長を図ってまいります。 
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２．財務諸表  

（1）貸借対照表 

（単位：百万円） 

  前事業年度 

（平成 22年 3月 31日） 

当事業年度 

（平成 23年 3月 31日） 

資産の部 

現金預け金 

コールローン 

有価証券 

貸出金 

外国為替 

その他資産 

 未収収益 

 仮払金 

 その他 

有形固定資産 

無形固定資産 

支払承諾見返 

貸倒引当金 

  

230,487 

3,000 

5,997 

93,107 

21,662 

12,420 

2,246 

9,715 

457 

678 

2,650 

1,384 

△2,207 

 

219,580 

6,000 

22,391 

123,363 

21,231 

6,366 

5,957 

31 

376 

671 

2,050 

939 

△2,557 

資産の部合計  369,182 400,037 

負債の部 

預金 

コールマネー 

借用金 

外国為替 

その他負債 

賞与引当金 

退職給付引当金 

繰延税金負債 

支払承諾 

  

319,853 

- 

26,409 

230 

2,491 

30 

48 

- 

1,384 

 

334,071 

4,400 

25,221 

262 

5,891 

55 

64 

7 

939 

負債の部合計  350,448 370,914 

純資産の部 

資本金 

資本剰余金 

利益剰余金 

  

10,000 

10,000 

△1,213 

 

15,000 

15,000 

△888 

株主資本合計  18,786 29,111 

その他有価証券評価差額金  △52 11 

評価・換算差額等合計  △52 11 

純資産の部合計  18,733 29,122 

負債及び純資産の部合計  369,182 400,037 
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（2）損益計算書  

（単位：百万円） 

  前事業年度 

（自  平成 21年 4月 1 日 

至  平成 22年 3月 31日） 

当事業年度 

（自  平成 22年 4月 1 日 

至  平成 23年 3月 31日） 

経常収益  4,669 9,912 

資金運用収益 

貸出金利息 

有価証券利息配当金 

コールローン利息 

預け金利息 

その他受入利息 

役務取引等収益 

 受入為替手数料 

 その他の役務収益 

その他業務収益 

 外国為替売買益 

 国債等債券償還益 

その他経常収益 

 その他の経常収益 

経常費用 

 3,923 

1,338 

36 

28 

2,219 

301 

188 

180 

7 

548 

548 

- 

10 

10 

4,863 

9,221 

2,838 

380 

55 

5,561 

385 

312 

277 

34 

357 

304 

52 

21 

21 

9,011 

資金調達費用 

 預金利息 

コールマネー利息 

借用金利息 

その他の支払利息 

役務取引等費用 

 支払為替手数料 

 その他の役務費用 

その他業務費用 

 金融派生商品費用 

 その他の業務費用 

営業経費 

その他経常費用 

 貸倒引当金繰入額 

 その他の経常費用 

 2,022 

1,882 

2 

136 

1 

83 

59 

23 

366 

362 

4 

2,200 

190 

190 

0 

4,789 

4,663 

5 

120 

- 

88 

51 

37 

- 

- 

- 

3,783 

349 

349 

0 

経常利益又は経常損失（△）  △193 900 

特別利益 

償却債権取立益 

その他の特別利益 

 7 

7 

0 

51 

51 

- 

特別損失 

減損損失 

その他の特別損失  

 1,021 

0 

1,021 

- 

- 

- 

税引前当期純利益又は税引前当期純損失（△）   △1,207 952 

法人税、住民税及び事業税  5 627 

当期純利益又は当期純損失（△）  △1,213 324 
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（3）株主資本等変動計算書 

（単位：百万円） 

  前事業年度 

（自  平成 21年 4月 1 日 

至  平成 22年 3月 31日） 

当事業年度 

（自  平成 22年 4月 1 日 

至  平成 23年 3月 31日） 

株主資本 

資本金 

 前期末残高 

 当期変動額 

  新株の発行 

  資本金の減少 

  当期変動額合計 

 当期末残高 

資本剰余金 

 資本準備金 

  前期末残高 

  当期変動額 

   新株の発行 

   資本準備金の増加 

   当期変動額合計 

  当期末残高 

資本剰余金合計 

  前期末残高 

  当期変動額 

   新株の発行 

   資本準備金の増加 

   当期変動額合計 

  当期末残高 

利益剰余金 

 その他利益剰余金 

  繰越利益剰余金 

   前期末残高 

   当期変動額 

    当期純利益又は当期純損失（△） 

    当期変動額合計 

   当期末残高 

 利益剰余金合計 

  前期末残高 

  当期変動額 

   当期純利益又は当期純損失（△） 

   当期変動額合計 

  当期末残高 

株主資本合計 

 前期末残高 

 当期変動額 

  新株の発行 

  当期純利益又は当期純損失（△） 

  当期変動額の合計 

当期末残高 

  

 

0 

 

10,000 

△0 

 

 

10,000 

 

5,000 

- 

9,999 5,000 

10,000 15,000 

 

 

- 

 

9,999 

0 

 

 

10,000 

 

5,000 

- 

10,000 5,000 

10,000 15,000 

 

- 

 

9,999 

0 

 

10,000 

 

5,000 

- 

10,000 5,000 

10,000 15,000 

 
 
 
- 
 

△1,213 

 
 
 

△1,213 
 

324 

△1,213 324 

△1,213 △888 

 
- 
 

△1,213 

 
△1,213 

 
324 

△1,213 324 

△1,213 △888 

 

0 

 

19,999 

△1,213 

 

18,786 

 

10,000 

324 

18,786 10,324 

18,786 29,111 
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（単位：百万円） 

  前事業年度 

（自  平成 21年 4月 1 日 

至  平成 22年 3月 31日） 

当事業年度 

（自  平成 22年 4月 1 日 

至  平成 23年 3月 31日） 

評価・換算差額等 

その他有価証券評価差額金 

 前期末残高 

 当期変動額 

  株主資本以外の項目の当期変動額(純額) 

  当期変動額合計 

 当期末残高 

評価・換算差額等合計 

 前期末残高 

 当期変動額 

  株主資本以外の項目の当期変動額(純額) 

  当期変動額合計 

 当期末残高 

純資産合計 

前期末残高 

当期変動額 

 新株の発行 

 当期純利益又は当期純損失（△） 

 株主資本以外の項目の当期変動額(純額) 

 当期変動額合計 

当期末残高 

  

 

- 

 

△52 

 

 

△52 

 

64 

△52 64 

△52 11 

 
- 
 

△52 

 
△52 

 
64 

△52 64 

△52 11 

 

0 

 

19,999 

△1,213 

△52 

 

18,733 

 

10,000 

324 

64 

18,733 10,388 

18,733 29,122 
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（4）キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円） 

  前事業年度 

（自  平成 21年 4月 1 日 

至  平成 22年 3月 31日） 

当事業年度 

（自  平成 22年 4月 1 日 

至  平成 23年 3月 31日） 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前中間純損失（△） 

減価償却費 

のれん償却費 

貸倒引当金の増減（△） 

賞与引当金の増減（△） 

退職給付引当金の増減（△） 

資金調達費用  

資金運用収益 

有価証券関係損益（△） 

為替差損益 

資金調達による支出 

資金運用による収入 

貸出金の純増（△）減 

預金の純増減（△） 

借用金の純増減（△） 

預け金（中央銀行預け金を除く）の純増（△）減 

コールマネー等の純増減（△） 

コールローン等の純増（△）減 

外国為替（資産）の純増（△）減 

外国為替（負債）の純増減（△） 

その他 

 △1,207 

117 

350 

2,207 

30 

48 

2,022 

△3,923 

△24 

△44 

△657 

1,871 

△93,107 

319,853 

26,409 

△220,719 

- 

△3,000 

△21,662 

230 

△9,248 

952 

185 

600 

349 

24 

16 

4,789 

△9,221 

△82 

288 

△1,852 

5,603 

△30,255 

14,217 

△1,187 

2,854 

4,400 

△3,000 

431 

31 

△165 

小 計  △454 △11,020 

法人税等の支払額  - - 

営業活動によるキャッシュ・フロー  △454 △11,020 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有価証券の取得による支出 

有価証券の償還による収入 

有形固定資産の取得による支出 

無形固定資産の取得による支出 

 △7,045 

1,065 

△796 

△3,000 

△9,277 

2,424 

△178 

△0 

投資活動によるキャッシュ・フロー  △9,777 △7,031 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

株式の発行による収入  19,999 10,000 

財務活動によるキャッシュ・フロー  19,999 10,000 

現金及び現金同等物に係る為替差損  - 23 

現金及び現金同等物の増加額  9,767 △8,052 

現金及び現金同等物の期首残高  0 9,767 

現金及び現金同等物の期末残高  9,767 1,715 

 

３．継続企業の前提に関する注記 

    該当事項はありません。 
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個別注記表 

 

記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

 

重要な会計方針 

1. 有価証券の評価基準及び評価方法 

有価証券の評価は、満期保有目的の債券については移動平均法による償却原価法(定額法)、その他有価証券のうち時価

のあるものについては決算日の市場価格等に基づく時価法(売却原価は主として移動平均法により算定)、時価を把握する

ことが極めて困難と認められるものについては移動平均法による原価法により行っております。なお、その他有価証券の

評価差額については、全部純資産直入法により処理しております。 

2. デリバティブ取引の評価基準及び評価方法 

デリバティブ取引の評価は、時価法により行っております。 

3. 固定資産の減価償却の方法 

（1）有形固定資産 

有形固定資産の減価償却は、建物については定額法、その他については定率法を採用しております。また、主な耐用年

数は次のとおりであります。 

 建 物 2年～53年 

 その他 2年～20年 

（2）無形固定資産 

無形固定資産は、定額法により償却しております。なお、のれんについては、5年間の定額法により償却を行っておりま

す。 

4. 外貨建資産及び負債の本邦通貨への換算基準 

外貨建資産・負債は、決算日の為替相場による円換算額を付しております。 

5. 引当金の計上基準 

（1）貸倒引当金 

貸倒引当金は、予め定めている償却・引当基準に則り、次のとおり計上しております。 

「銀行等金融機関の資産の自己査定並びに貸倒償却及び貸倒引当金の監査に関する実務指針」（日本公認会計士協会銀行

等監査特別委員会報告第 4 号）に規定する正常先債権及び要注意先債権に相当する債権については、一定の種類毎に分類

し、将来発生が見込まれる損失率を合理的に見積もり、予想損失額に相当する額を引き当てております。破綻懸念先債権

に相当する債権については、債権額から担保の処分可能見込額及び保証による回収可能見込額を控除し、その残額のうち

必要と認める額を引き当てております。なお、破綻先債権及び実質破綻先債権に相当する債権については、債権額から、

担保の処分可能見込額及び保証による回収可能見込額を控除し、その残額を引き当てております。すべての債権は、資産

の自己査定基準に基づき、営業関連部署の協力の下に資産査定部署が資産査定を実施しており、その査定結果により上記

の引当を行っております。 

（2）賞与引当金 

賞与引当金は、従業員への賞与の支払いに備えるため、従業員に対する賞与の支給見込額のうち、当事業年度に帰属す

る額を計上しております。 

（3）退職給付引当金 

退職給付引当金は、従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務(簡便法による期末自己都合要

支給額)を計上しております。 

6. ヘッジ会計の方法 

金利リスクヘッジ 

金融資産から生じる金利リスクに対するヘッジ会計の方法として時価ヘッジを適用しております。その他有価証券に

区分している固定金利の債券の相場変動を相殺するヘッジにおいては、個別にヘッジ対象を認識し、金利スワップ取引

等をヘッジ手段として指定しております。ヘッジ対象とヘッジ手段に関する重要な条件がほぼ同一となるようなヘッジ

指定を行っているため、高い有効性があるとみなしており、これをもって有効性の判定に代えております。 

7. 消費税等の会計処理 

消費税及び地方消費税の会計処理は、税込方式によっております。 
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会計方針の変更 

（資産除去債務に関する会計基準） 

当事業年度から「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第 18号平成 20年 3月 31日）及び「資産除去債務に関す

る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 21号平成 20年 3月 31日）を適用しております。これによる財務諸表への

影響は軽微であります。 

 

注記事項 

（貸借対照表関係） 

1. 貸出金のうち、延滞債権額は 1,566百万円であります。 

なお、延滞債権とは、元本又は利息の支払の遅延が相当期間継続していることその他の事由により元本又は利息の取立

て又は弁済の見込みがないものとして未収利息を計上しなかった貸出金（貸倒償却を行った部分を除く。以下「未収利息

不計上貸出金」といいます。）のうち、破綻先債権（未収利息不計上貸出金のうち、法人税法施行令（昭和 40 年政令第 97

号）第 96 条第 1 項第 3 号のイからホまでに掲げる事由又は同項第 4 号に規定する事由が生じている貸出金をいいます。）

及び債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として利息の支払を猶予した貸出金以外の貸出金であります。 

2. 貸出金のうち、貸出条件緩和債権額は 2,146百万円であります。 

なお、貸出条件緩和債権とは、債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減免、利息の支払猶予、元

本の返済猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる取決めを行った貸出金で、破綻先債権、延滞債権及び 3 カ月以上延

滞債権（元本又は利息の支払が、約定支払日の翌日から 3 月以上遅延している貸出金で破綻先債権及び延滞債権に該当し

ないものをいいます。）に該当しないものであります。 

3. 延滞債権額及び貸出条件緩和債権額の合計額は 3,713百万円であります。 

4. 手形割引は、業種別監査委員会報告第 24 号に基づき金融取引として処理しております。これにより受け入れた銀行引受

手形、商業手形、荷付為替手形及び買入外国為替は、売却又は（再）担保という方法で自由に処分できる権利を有してお

りますが、その額面金額は、20,396百万円であります。 

5. 担保に供している資産は次のとおりであります。 

担保に供している資産 

有価証券   2,500百万円 

手形貸出金の約束手形 5,830百万円 

担保資産に対する債務 

コールマネー  4,400百万円 

借用金   1,500百万円 

その他資産のうち保証金は 250百万円であります。 

6. 当座貸越契約及び貸付金に係わるコミットメントライン契約は、顧客からの融資実行の申し出を受けた場合に、契約上規

定された条件について違反がない限り、一定の限度額まで資金を貸付けることを約する契約であります。これらの契約に

係わる融資未実行残高は、5,787百万円であります。このうち契約残存期間が 1年以内のものが 5,244百万円あります。 

なお、これらの契約の多くには、融資実行されずに終了するものであるため、融資未実行残高そのものが必ずしも当行

の将来のキャッシュ・フローに影響を与えるものではありません。これらの契約の多くには、金融情勢の変化、債権の保

全及びその他相当の事由があるときは、当行が実行申し込みを受けた融資の拒絶又は契約限度額の減額をすることができ

る旨の条項が付けられております。 

また、契約時において必要に応じて不動産・有価証券等の担保を徴求するほか、契約後も定期的に予め定めている行内

手続きに基づき顧客の状況等を把握し、必要に応じて契約の見直し、与信保全上の措置等を講じております。 

7. 有形固定資産の減価償却累計額      303百万円 

8. １株当たり純資産額                 0円 97銭 

9. 関係会社に対する金銭債権総額                    213,221百万円 

10. 関係会社に対する金銭債務総額   18,662百万円 
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（損益計算関係） 

1. 関係会社との取引による収益 

資金運用取引に係る収益総額    5,450百万円 

役務取引等に係る収益総額     101百万円 

関係会社との取引による費用 

資金調達取引に係る費用総額     54百万円 

役務取引等に係る費用総額     32百万円 

その他業務・その他経常取引に係る費用総額   39百万円 

2. 1株当たり当期純利益金額     0円 01銭 

3. 関連当事者との取引について記載すべき重要なものは以下のとおりであります。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

（注 1） 独立第三者間取引と同様の一般的な取引条件で行っております。 

（注 2） 上記資本金の金額は、平成 23年 3月 31日現在の為替レート（1円＝13.254 ｳォン）で計算しております。 

（注 3） 平成 22 年 9 月 13 日開催の取締役決議に基づき、１株１円で 10,000 百万株を（株）新韓銀行に対して募集株式

の発行を行った事による増加であります。 

 

（株主資本等変動計算書関係） 

1. 発行済株式の種類及び総数に関する事項 

（単位：千株） 

 
前事業年度末 

株式数 

当事業年度 

増加株式数 

当事業年度 

減少株式数 

当事業年度末 

株式数 
摘要 

発行済株式           

  普通株式 20,000,000 10,000,000 - 30,000,000 (注 1) 

  合計 20,000,000 10,000,000 - 30,000,000   

（注 1）(株)新韓銀行に対する募集株式の発行による増加であります。 

 

（キャッシュ・フロー計算書関係） 

1. キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲は、貸借対照表上の「現金預け金」のうち現金及び日本銀行への預け金で

あります。 

2. 現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に記載されている科目の金額との関係は次のとおりであります。 

現金預け金          219,580百万円 

日本銀行預け金を除く預け金 △217,865百万円 

現金及び現金同等物       1,715百万円 

 

資本金

100% -
資金取引等

の相手方

未収収益
利息の受取       357

定期預け金定期預け金   239,831

借用金

186,447  

外国為替    68,692 買入外国為替 20,068   

5,555    未収収益

84       

親会社

405,383  

利息の受取

前受収益
新韓
銀行

大韓
民国

5,981
(注2)

銀行業

15,000   

6        

    5,092

借入金 18,395   

15,000   

資本準備金

利息の支払 54       5        

増資(注3)

未払費用

10,000   

属性 会社名
取引金額

(百万円)
住所

期末残高

(百万円)

資本金

(億円)

事業の

内容

議決権等の

被所有割合

(%)
役員の
兼務等

事業上
の関係

関係内容

取引内容 科目
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（金融商品関係） 

1. 金融商品の状況に関する事項 

（1）金融商品に対する取組方針 

当行は、主に、法人及び個人向けのロ－ン事業、有価証券運用、親銀行向けの預け金運用を行っております。これらの

事業を行うために、個人預金を中心とした資金調達、銀行借入により資金調達を行っております。なお、資産及び負債の

総合的管理を行いリスク諸要因に留意した管理を行っております。 

（2）金融商品の内容及びそのリスク 

当行が保有する金融資産のうち、貸付金については、国内の法人及び個人向けに行っており債務不履行による信用リス

クに晒されています。有価証券運用については安全性や流動性を重視した運用方針のもと、債券などを保有しております。

これらは、発行体の信用状態や金利の変動による市場価格の変動リスクに晒されております。親銀行向けの預け金につい

ては、主に親銀行の信用リスクに晒されています。 

（3）金融商品に係るリスク管理体制 

① 信用リスクの管理 

当行は、信用リスクに関する管理諸規程に従い、貸出金については、個別案件ごとの与信審査、与信限度、内部格付、

担保や保証の設定、事後管理などの体制整備を行い運用しております。また、有価証券の発行体リスクに関しては、信

用情報などを定期的に確認し管理をしております。これら信用リスクに関する管理内容はリスク管理委員会へ定期的に

報告をする体制をとっております。 

② 市場リスクの管理 

当行は、資産及び負債の総合的管理により金利リスクを管理し、経営委員会へ資産及び負債の金利や期間を報告する

体制をとっております。また、リスク管理・コンプライアンス部において金利感応度分析等のモニタリングを行い、リ

スク管理委員会へ報告をする体制をとっております。当行の主要なリスク変動である金利リスクの影響を受ける主たる

金融商品は、「貸出金」、「有価証券」、「預け金」、「預金」、「借用金」となっており、金利の変動リスク管理は、金融資産

及び金融負債について VaRを計算し、定量的な分析をしております。なお、平成 23 年 3 月 31日現在で、市場リスクも

加味した、当行の運用及び調達総体での VaR は 666 百万円であります。なお、VaR の算定にあたっては、保有期間 240

日、信頼区間 99%の前提によっております。ただし、VaRは過去の相場変動をベースに統計的に算出した一定の発生確率

での市場リスク量を計測しており、通常では考えられないほど市場環境が激変する状況下におけるリスクは捕捉できな

い場合があります。 

③ 資金調達に係る流動性リスクの管理 

当行は、資産及び負債の総合的管理を通して資金管理を行い、主に個人預金を中心とした調達により資金繰りの安定

化を図っております。流動性リスクの管理状況については、経営委員会及びリスク管理委員会へ定期的に報告する体制

をとっております。 

（4）金融商品の時価等に関する事項についての補足説明 

金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定された価額が含まれており

ます。当該価額の算定においては一定の前提条件等を採用しているため、異なる前提条件等によった場合、当該価額が異

なることもあります。 

2. 金融商品の状況に関する事項 

平成 22 年 3 月 3l 日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額は、次のとおりであります。なお、時価を把握

することが極めて困難と認められる非上場株式等は、次表には含めておりません。((注 2)参照) 

また、貸借対照表計上額の重要性が乏しい科目については、記載を省略しております。 
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(*1) 貸出金に対応する一般貸倒引当金及び個別貸倒引当金を控除しております。なお、外国為替に対する貸倒引当金につ

いては、 重要性が乏しいため、 貸借対照表計上額から直接減額しております。 

（注 1）金融商品の時価の算定方法 

資 産 

（1）現金預け金 

満期のない預け金については、時価は帳簿価額と近似していることから、 当該帳簿価額を時価としております。満期

のある預け金については、預入期間に基づく区分ごとに、新規に預け金を行った場合に想定される適用金利で割り引いた

現在価値を算定しております。なお、残存期間が短期間(1 年以内)のものは、時価は帳簿価額と近似していることから、

当該帳簿価額を時価としております。 

（2）コールローン 

コールローンは、残存期間が短期間(1年以内)であり、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額を時価

としております。 

（3）有価証券 

債券は取引所の価格又は取引金融機関から提示された価格によっております。なお、保有目的ごとの有価証券に関する

注記事項については「(有価証券関係)」に記載しております。 

（4）貸出金 

貸出金のうち、変動金利によるものは、短期間で市場金利を反映するため、貸出先の信用状態が実行後大きく異なって

いない限り、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額を時価としております。固定金利によるものは、貸

出金の種類及び内部格付、期間に基づく区分ごとに、元利金の合計額を同様の新規貸出を行った場合に想定される利率で

割り引いて時価を算定しております。なお、残存期間が短期間(1 年以内)のものは、時価は帳簿価額と近似していること

から、当該帳簿価額を時価としております。また、破綻先、実質破綻先及び破綻懸念先に対する債権等については、担保

及び保証による回収見込額等に基づいて貸倒見積高を算定しているため、時価は決算日における貸借対照表価額から現在

の貸倒見積高を控除した金額に近似しており、当該価額を時価としております。 

 

 

 

(単位:百万円)

（1）現金預け金

（2）コールローン

（3）有価証券

　　 満期保有目的の債券

　　 その他有価証券

（4）貸出金

　　 貸倒引当金(*1)

（5）外国為替(*1)

資産計

（1）預金

（2）コールマネー -

（3）借用金

負債計

デリバティブ取引

　ヘッジ会計が適用されていないもの -

　ヘッジ会計が適用されているもの

デリバティブ取引計

6,000

21,750

2,058

25,221

371,593

△42

227,117

6,000

363,693

219,580

2,058

21,653

25,221

21,054

19,691

120,928

21,054

123,363

△22

-

-

△65

97

差額貸借対照表計上額 時価

-

7,900

△65

△22

4,400

△42

△65

389,282

4,400

-

7,568

7,900

396,851

341,972334,071

-

97

120,993

7,536

-

-

△2,369 -

19,594
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（5）外国為替 

外国為替は、他の銀行に対する外貨預け金(外国他店預け)、外国為替関連の短期貸付金(外国他店貸)、輸出手形・旅行

小切手等（買入外国為替）、輸入手形による手形貸付(取立外国為替)であります。これらは、満期のない預け金、又は残

存期間が短期間(1 年以内)であり、それぞれ時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額を時価としておりま

す。 

 

負 債 

（1）預金 

要求払預金については、決算日に要求された場合の支払額(帳簿価額)を時価とみなしております。また、定期預金の時

価は、一定の期間ごとに区分して、将来のキャッシュ・フローを割り引いて現在価値を算定しております。その割引率は、

新規に預金を受け入れる際に使用する利率を用いております。なお、残存期間が短期間(1年以内)のものは、時価は帳簿

価額と近似していることから、当該帳簿価額を時価としております。 

（2）コールマネー 

コールマネーは、約定期間が短期間（1 年以内）であり、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額を時

価としております。 

（3）借用金 

借用金のうち、変動金利によるものは、短期間で市場金利を反映し、また、当行の信用状態は実行後大きく異なってい

ないことから、時価は帳簿価額と近似していると考えられるため、当該帳簿価額を時価としております。固定金利による

ものは、一定の期間ごとに区分した当該借用金の元利金の合計額を同様の借入において想定される利率で割り引いて現在

価値を算定しております。なお、残存期間が短期間(1 年以内)のものは、時価は帳簿価額と近似していることから、当該

帳簿価額を時価としております。 

デリバティブ取引 

① 会計が適用されていないデリバティブ取引 

ヘッジ会計が適用されていないデリバティブ取引について、取引の対象物の種類ごとの決算日における契約額又は契約

において定められた元本相当額、時価及び評価損益並びに当該時価の算定方法は、次の通りです。なお、契約額等につい

ては、その金額自体がデリバティブ取引に係る市場リスクを示すものではありません。 

(1)通貨関連 

（単位：百万円） 

うち1年超過

売建       4,947 -  △42  △42

買建 - - - -

 △42  △42

区分 種類

合計

店頭

為替予約

平成23年3月末

契約金額 時価 評価損益

 

 (注）1. 上記取引については時価評価を行い、評価損益を損益計算書に計上しております。 

2. 時価の算定 店頭取引につきましては、割引現在価値等により算定しております。 

② ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引 

ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引について、取引の対象物の種類ごとの決算日における契約額又は契約に

おいて定められた元本相当額、時価並びに当該時価の算定方法は、次の通りです。なお、契約額等については、その金額

自体がデリバティブ取引に係る市場リスクを示すものではありません。 
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（単位：百万円） 

 

 

 

 

 

(注）1. 金融商品会計基準に基づき、時価ヘッジによっております。 

2. 時価の算定、店頭取引につきましては、割引現在価値により算定しております。 

（注 2）時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品は次のとおりであり、金融商品の時価情報の「資産(3)その他

有価証券」には含まれておりません。 

  

(単位：百万円)

①非上場株式(＊1) 280

②組合出資金(＊2) 457

738合計

区分 貸借対照表計上額

 

(*1) 非上場株式については、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められることから時価開示の対象と

はしておりません。 

(*2) 組合出資金については、組合財産が非上場株式など時価を把握することが極めて困難と認められるもので構成されて

いるため、時価開示の対象とはしておりません。 

（注 3）金銭債権及び満期のある有価証券の決算日後の償還予定額 

(単位：百万円)

預け金

コールローン

有価証券

　満期保有目的の債券

貸出金(＊)

外国為替

-

-

1,733        

5,995     - - -

-

2,503       

- -

3,406       

128,179     

507         

67,693      

33,584      

- -

1,134     -

190,901   

21,231    -

合計 2,607        

-

-

-

-

83,072    

-

874          

- - -

1年超
3年以内1年以内 10年超5年超
7年以内

73,467    

-6,000     - -

61,276      

　その他有価証券の
　うち満期があるもの

3年超
5年以内 7年超
10年以内

11,095      

83,500      

 

（注 4）借用金及びその他の有利子負債の決算日後の返済予定額 

   

(単位：百万円)

預金(＊) - - -

コールマネー - - - - -

借用金 - - - - -

- - -

1年超
3年以内

58,171      

4,400     

1年以内

25,221    

5年超
7年以内3年超
5年以内 10年超7年超
10年以内

199,956   

105,565     

合計

58,171      

105,565     

170,334   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

うち1年超過

受取変動

支払固定
       1,215          300  △22

       1,215          300  △22

平成23年3月末

契約金額 時価

ヘッジ対象に

係る損益を認
識する方法

金利スワップ

合計

ヘッジ会計

の方法
種類
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（有価証券関係） 

1. 満期保有目的の債券(平成 23年 3月 31日現在） 

99

108

14,690

貸借対照表計上額
（百万円）

19,594

2,512

合計 19,691

2,503

その他

2,400

差額
（百万円）

2,400

国債

97

14,789

時価
（百万円）

種類

その他

9

小計

時価が貸借対照表
計上額を超えないもの

2,389

2,389

△10

△10

17,194 17,302小計

時価が貸借対照表
計上額を超えるもの

 

 

2. その他有価証券(平成 23年 3月 31日現在） 

 

（注） 時価を把握することが極めて困難と認められるその他有価証券 

      

(単位:百万円)

①非上場株式 280

②組合出資金 457

合計 738

区分 貸借対照表計上額

 

これらについては、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められることから、「その他有価証券」

には含めておりません。 

 

 (税効果会計関連） 

   繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳は、それぞれ以下のとおりであります。 

繰延税金資産   

 

 

 

 

 

貸倒引当金 

賞与引当金 

未払事業税 

退職給付引当金 

その他  

547 

22 

67 

8 

8 

百万円 

繰延税金資産小計 

評価性引当額    

654 

△654 

繰延税金資産合計 - 

繰延税金負債   

 

 

その他有価証券評価差額金  7  

繰延税金負債合計    7 

繰延税金負債の純額  7 百万円 

 

貸借対照表計上額が

償却原価を超えるもの

貸借対照表計上額が

償却原価を超えないもの

その他

小計

償却原価
（百万円）

種類

その他

貸借対照表計上額
（百万円）

70

701,6851,755

小計 1,755 1,685

合計 2,058 1,989

△1

69

303 304 △1

303 304

差額
（百万円）
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その他財務情報 

1. 利鞘の状況【銀行業務開始後】 

（単位：％） 

 平成 22年 3月期 平成 23年 3月期 

資金運用利回り(A) 2.58% 2.39% 

 貸出金利回り(B) 2.65% 2.60% 

 有価証券利回り 1.72% 1.98% 

資金調達利回り(C) 1.37% 1.31% 

 預金利回り(D) 1.44% 1.37% 

資金利鞘(A)-(C) 1.21% 1.08% 

預貸金利鞘(B)-(D) 1.21% 1.23% 

 

2. 口座数 

（単位：千口座） 

 平成 22年 3月期 平成 23年 3月期 

普通預金 38 40 

 

3. 預金の状況 

（単位：百万円） 

 平成 22年 3月期 平成 23年 3月期 

普通預金 10,215 11,513 

定期預金 304,973 314,579 

その他の預金 4,664 7,978 

合計 319,853 334,071 

 

4. 定期預金の残存期間別残高 

（単位：百万円） 

 平成 22年 3月期 平成 23年 3月期 

3ヶ月以内 12,883 18,337 

3ヶ月超 6ヶ月以内 23,597 39,380 

6ヶ月超 1年以内 78,188 93,137 

1年超 3年以内 131,801 105,552 

3年超 58,503 58,171 

合計 304,973 314,579 
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5. 営業経費の状況 

（単位：百万円） 

 平成 22年 3月期 平成 23年 3月期 

人件費 778 1,751 

物件費 1,366 1,903 

 うち減価償却費 467 785 

税金 55 129 

合計 2,200 3,783 

 

6. 役員数、従業員数の状況 

（単位：人） 

 平成 22年 3月期 平成 23年 3月期 

役員 12 11 

 取締役 9 8 

 監査役 3 3 

従業員 124 141 

合計 136 152 

 

7. 貸出金の業種別残高 

（単位：百万円） 

 平成 22年 3月期 平成 23年 3月期 

生活関連サービス業、娯楽業 34,992 47,118 

不動産業 22,687 29,226 

金融業 18,294 24,190 

卸売業 5,056 7,037 

個人 4,137 4,208 

その他 7,941 11,582 

合計 93,107 123,363 

 

8.貸倒引当金の期末残高 

（単位：百万円） 

 平成 22年 3月期 平成 23年 3月期 

一般貸倒引当金 2,049 2,194 

個別貸倒引当金 158 362 

合計 2,207 2,557 
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9. 自己査定の結果 

                                                                                      （単位：百万円） 

 平成 22年 3月期 平成 23年 3月期 

破綻先 2 2 

実質破綻先 337 273 

破綻懸念先 875 1,295 

要注意先 11,273 10,939 

 うち要管理先 2,724 2,149 

正常先 103,356 132,689 

合計 115,845 145,201 

 
10. 金融再生法ベースのカテゴリーによる開示 

                                                                                     （単位：百万円） 

 平成 22年 3月期 平成 23年 3月期 

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 340 276 

危険債権 875 1,295 

要管理債権 2,721 2,146 

正常債権 111,907 141,482 

合計 115,845 145,201 

   

11. リスク管理債権 

                                                                                      （単位：百万円） 

 平成 22年 3月期 平成 23年 3月期 

破綻先債権 2 - 

延滞債権 1,212 1,566 

3ヶ月以上延滞債権 259 - 

貸出条件緩和債権 2,462 2,146 

合計 3,937 3,713 

 

12. 自己資本比率(国内基準)  

 平成 22年 3月期 平成 23年 3月期 

自己資本比率 12.19％ 16.29％ 

Tier I比率 11.56％ 15.67％ 

自己資本の額 17,008百万円 28,140百万円 

Tier Iの額 16,136百万円 27,061百万円 

総所要自己資本額 5,579百万円 6,906百万円 

（注 1）「単体自己資本比率(国内基準)」は、「銀行法第 14 条の 2 の規定に基づき、銀行がその保有する資産等に照

らし自己資本の充実の状況が適当であるかどうかを判断するための基準」（平成 18年金融庁告示第 19号）に基

づき算出しております。 

（注 2）総所要自己資本の額＝リスク・アセット×4％ 
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【会社概要】(平成 23年 3月 31日現在) 

 

1. 会社名   株式会社ＳＢＪ銀行 （英文表記：Shinhan Bank Japan） 

 

2. 所在地   東京都港区虎ノ門四丁目 3番 1号 

 

3. 代表者   代表取締役社長 宮村 智 

 

4. 設立年月日  平成 21年 1月 8日 

 

5. 開業年月日  平成 21年 9月 14日 

 

6. 資本金・資本準備金 資本金 150億円、資本準備金 150億円 

 

7. 発行済株式数  普通株式 300億株 

 

8. 株主構成  新韓銀行 100％ 

 

9. 取締役、監査役一覧 代表取締役社長    宮村 智 

              代表取締役副社長  金 載祐 

              取締役副社長    岸本 隆 

              取締役       晋 玉童 

              取締役       辛 元植 

              取締役（非常勤）  洪 性均 

              社外取締役     小林 英三 

              社外取締役     杉山 淳二 

              常任監査役（常勤） 能勢 秀幸 

              社外監査役     山田 庸男 

              社外監査役     亀岡 義一 

 

10. 役員及び従業員数   152人 （受入出向者を含み、派遣社員を除く） 

 

http://www.sbjbank.co.jp/company/summary/index.html#miyamura
http://www.sbjbank.co.jp/company/summary/index.html#kim
http://www.sbjbank.co.jp/company/summary/index.html#kishimoto

